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仮称千葉市中央図書館・
生涯学習推進センター建設に着手

JR稲毛駅の今と昔(稲毛区)

鑑冨3 定例会のあらまし
平成9年第4回定例会が、 12月18から12月17日までの17日間の日

程で関かれました。
この定例会では、一般会計補正予算および条例の一部改正など19件の

市長提出議案を審議し、すべて原案どおり可決しました。
さらに、意見書11件、決議2件、請願1件を審議したほか、各会派の代

表質問が7人の議員により、一般箆問が11人の議員により行われました。

可
決
し
た
主
な
議
案

予

算

一
般
会
計
補
正
予
符

国
原
補
助
金
の
決
定
な
ど
に
伴
い
土
地

区
画
翌
理
事
業
費
や
小
学
校
校
舎
耐
震
補

強
改
修
事
業
践
、
合
併
処
理
浄
化
信
設
置

繍
助
金
な
と
、
合
わ
せ
て
二
十
三
億
五
百

万
円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
の
財
源
と
し
て

は
、
繰
越
金
十
=
一
億
六
百
万
円
、
国
庫
支

出
金
五
億
三
千
四
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
、
三
千
三
百
七
十
八
億
三
千
七
百
万

円
に
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
係
正
予
算

{企
業
会
計
を
き
む
)

中
央
卸
売
市
場
事
業
符
別
会
計
な
ど
3

事
業
会
計
で
=
一
千
万
円
を
追
加
し
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
上
手
暗
黒
牌
特
別
会
計
な
と
3
軍事業

会
計
で
七
千
四
百
万
円
を
減
額
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
鍔
総
額
は
、
二

千
六
百
四
十
四
億
三
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

{元
尽
予
怨
図

条

例

千
葉
市
総
hu迫
総
手
当
支
給
条
例
等
の
一

郎
改
正

退
開
制
手
当
、
期
末
手
当
お
よ
び
動
勉
手

当
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
下
水
道
条
例
の

一
部
改
正

四
只
任
技
術
者
統
一
認
定
試
験
制
度
へ
の

移
行
に
伴
い
、
条
例
の
一
回
酬
を
改
正
し
ま

す。{
工
事
請
負
契
約
)

*
申
央
区
弁
天
3
丁
目
地
肉
の
仮
称
千
葉

市
中
央
図
書
館
・
生
涯
学
m
由
縫
進
セ
ン
タ

ー
新
築
工
事
を
七
十
=
一
億
八
千
二
百
万
円
、

新
築
電
気
設
備
工
窃
を
十
五
億
七
千
五
百

万
円
、
新
築
空
気
調
和
設
備
工
事
を
十
五

億
九
千
六
百
万
円
、
新
築
給
排
水
街
生
投

備
工
事
を
六
億
三
千
八
百
万
円
で
そ
れ
ぞ

れ
行
い
ま
す
。

*
規
復
建
訟
中
の
仮
称
千
葉
市
消
防
合
同

庁
舎
内
な
ど
の
消
防
局
纂
地
局
・
前
進
墓

地
局
無
線
設
備
新
設
工
事
を
、
五
億
九
百

万
円
で
行
い
ま
す
。
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刊
は
月
5
自
に
聞
か
れ
、
議
案
刊
件
、
請

願
1
件
を
密
室
し
ま
し
た
。

そ
の
翁
菜
、
会
議
案
を
可
決
し
、
誌
面
阪

は
、
採
択
送
付
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

。
附
釜
H
総
務
局
、
企
画
調
努
局
、
財
政
局
、

市
民
局
、
会
計
室
、
選
挙
管
理
委
員
会
な

ど
)

一
般
会
計
補
正
予
算
な
と
議
案
2
件
を

審
査
し
、
新
活
掲
工
帽
場
開
送
用
地
取
得
に

問
問
し
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と

で
大
幅
に
泡
額
補
正
す
る
こ
と
に
対
し
て
の

財
政
当
局
の
見
解
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

保
健
下
水
-
奈
良
会

(
所
管
H
保
健
箔
祉
局
、
下
水
道
局
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
下
水
道
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
議
案
3
件
を
審
査
し
、
市

内
に
お
け
る
指
定
排
水
設
備
工
事
型
車
蓄
の

獄
と
線
復
、
条
例
改
正
に
よ
り
市
内
業
者

が
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
な
と
に
つ
い
て
、
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

鶴
田
明
建
設
委
員
会

(
所
管
H
市
相
続
局
、
建
設
局
、
水
道
局
}

一
般
会
計
箔
E
予
算
、
河
川
の
指
定
笈

更
な
と
議
案
3
件
を
務
室
し
、
今
後
の
回

生
実
川
の
取
り
扱
い
と
、
指
定
変
更
後
の

生
実
川
か
ら
旧
生
笑
川
へ
の
海
水
の
有
無

お
よ
び
筒
河
川
の
重
複
部
分
の
怠
備
状
況

に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
数
湾
委
員
会

(
所
管
H
経
済
祭
政
局
、

世
間
委
員
会
)

一
般
会
計
紛
正
予
算
、
仮
称
子
葉
市
中

央
図
醤
館
・
生
渡
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
請
負
契
約
な
ど
議
案
5
件
を
奮
貧

し
、
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
改
修
事
業

資
に
関
し
、
耐
震
診
断
の
調
査
結
果
に
蓑

づ
く
工
事
の
必
要
な
学
校
叙
と
耐
震
補
強

が
完
了
す
る
ま
で
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て
、

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
、
総

都
市
消
防
委
員
会

(
所
管
H
都
市
局
、
消
防
局
)

一
般
会
計
術
正
予
算
な
と
議
案
2
件
、
請

願
1
件
を
審
室
し
、
中
央
港
地
区
土
地
区

函
整
理
事
業
費
に
隠
し
、
平
成
9
年
度
の

進
捗
率
と
今
後
の
見
通
し
、
区
画
妥
理
後

に
返
却
問
か
予
定
さ
れ
る
建
築
物
な
ど
に
つ
い

て
.
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

v
花
見
川
大
徳
の
架
設
に
と
も
な
う
パ
ス
路

線
の
開
設
に
関
す
る
請
願

附
情
奴
送
付

え
都
市
税
財
政
制
度
・

地
方
分
権
調
査
格
別
委
員
会

=級河川l生実川

ω月
間
自
に
関
か
れ
、
当
局
か
ら
地
方

分
従
鍛
造
委
員
会
の
第

1
次
勧
告
お
よ
び

第
2
次
勧
告
の
概
要
な
と
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
ほ
か
、
党
派
別
要
望
運
動
に
係
る

千
葉
市
の
重
点
要
望
事
療
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

少
子
窟
齢
化
社
会

付
策
調
査
持
別
委
員
会

• 

ゆ
月
例
自
に
閃
か
れ
、
市
内
福
祉
施
設

な
ど
の
現
地
視
察
を
実
胞
し
ま
し
た
。

-・・・・E

般

質

問

小学恨の耐震補強工事

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
、
は
月内ば

白

-m回
一か
ら
げ
白
ま
で
の
4
日
間
に
日
人

の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質

問
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
事
行
政
と
能
率
的
な
殿
場
開
鳴
の

裂
備
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

一
局
度
情
報
化
の
錐
進
に
つ
い
て

区
役
所
俄
能
の
充
実
に
つ
い
て

偲
際
福
祉
都
市
に
つ
い
て

保
健
医
療
行
政
に
つ
い
て

一保
育
所
に
つ
い
て

『清
一
個
師
行
政
に
つ
い
て

鈴
m

育
行
政
に
つ
い
て

山
手
童
保
育
に
つ
い
て

・土
気
東
区
画
酎
盟
理
事
業
に
つ
い
て

学校tlftでの米飯給食hDIllJの総統>rsRめる窓見~
米飯給食i息子どもたちに塞lまれているものであり、B1主の食

文化を育てる大切なものである.また、わが国の米作!l'J家を!jX(j

巷く環1見は年々伝しさをl曽しており.農業を続げられない状況

に遣い込まれている。

よって. 政府に対し. 2錯mを鉱太し、日本の~~~長を守るために

も、米飯給食への鴻助継続を強く求めるものである.

地方分権に伴う地11尚治体への財源移沼l~に関する怠1!W

地方分~~lll進委員会の第2次勧告は、 地方分織に伴って不可

欠な税i聞の移認などについて必ずしも十分な内容となっていな

い. 真の地方分保であるためには、 舷隈の移í.ltと税源の移認t~
切リ荷量すことのできない密j歪不可分のちのて・ある。その君主阪で他

方税の充実こそまず図るべきである。

よって、政府に対し、地方分権提進委員会の第2次勧告の阜

問実施とともに、地方税の鉱元等地方分仮に不可欠な税源の移

譲並びに補助金の遇正化を速やかに図ることを強く~盟する。

可決した>̂ -安航
他

〉6
1
 

z
 

m栄
一

ヂ
-

議員獲出1臣家として111牛の愈見書と

21牛の決綴を上程し. '.欠の5件を可決

しました。可決した怠見雷は.関係行

政機関などに祭出しました。

新たな}良，m~基本法制定にl刻する意見持
真に~白、な国民集;孟の実現に向11 . 食料. .~~ . 終付に関す

る新たな塁本2去の制定にtJ太さ1区期待をよせるものである.

よって、政府に対し、安全な食料モ:安定的に供給するため、園

内IlH量生産回線をPll~置にし、家族JNi~量を塁本とした多憾なEZZ曜
の担い手の育成、適切な価格 ・所得政策による緩怠安定政策の

確立を図ることなとを強く受理する。

土l1!!税制の見illしに附する窓見裕

土地税制については、土地政策全般や資産是認税のあリ方広ど

中長期的1見.9.に立った、後本的な見注しが設題である。

よって、政府に対し、地価4昆・ 符別土地保有税については、廃

止の方向で織討すること、Z長た、固定資産税については、開票な

税制にするとともに、居住用のE宣言主について少子 ・高齢化社会

に対応できるよう、 その適正な負担水君臨そ償討することを~f2
する。

労働法制の見i{iし・改正を求める窓見識

経済 ・社会のグローバル化や少子 ・潟齢化の申で‘男女がと

もに仕事と家庭資任を分担しあい、60歳以降も生き生きと仰ぎ

続けられる新たな釜~の医立とlIlì行を俣隠する最低の規制強化が
必婆て・ある。

よって、 政府に対し‘ 時間$i・ 休日~的及び深夜皇室の男女共
通規制を滋制化することなど.労働法制なとの己主主を行うよう

強〈婆製する.

表
紙
に
縄
械
し
ま
し
た
写

膏
は
.
J
R
m柵
毛
釈
の
織
子

で
す
・

す

稲
毛
駅
は
‘
明
治
明
記
年
9

峰・
1

・

向
.
総
武
鉄
道
伶
式
会
拾
に

て

よ
り
悶
段
さ
れ
、
明

治

相

札

宅
問是
認
g
れ
ま
し
た
・
当
時
は
・

2
8
剖

ロ
し
か
な
く

.
m口
が
閃
股
吉
れ
た
の
は
、
昭

和

活

紙

年
の
こ
と
で
す
。
以
来
、

稲
毛
渇
出向
の
埋
め
立
て
な

ど

院

筒
辺
地
織
の
発
尽
に
よ
り般邸内
容
も
氾
え
続
け、

絹

川

初
日四年に
は
伐
返
脚
拍
車
も
停
車
し
.
現
在
は
一
白
平
よ

均
ゆ
万
人
を
担
え
る
、
翌
内
で
は
J

R
平
一一義
に
次

針

ぐ
別
府
答
獄
と
な
っ
て
い
ま
す
・

畑哨

旧
問問
毛
駅
舎
の
写
民
は
、
時
間
毛
区
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出
ア

似
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よ
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怨
供
し
て
い
た
だ
き
ま
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た
・
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本会E置の審議状況などを記録した会

議録t手、市強会図き室.市政情報室、

市立の図怠館 (北部・湾ils・東Ils.こ

てはし・高湖1.みやこ}や黛立中央図

l!lei!で閲覧できます.

なお、第4包定例会の会話録t手、次

回の定例会までに作成する予定です。

会語録の閲覧
玩わらでコーナー

点字版と
録音版(テープ)の
市議会だより

を
け
り
し

動

H
h
成

'

活
日
訂
作

れ
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会

量
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。
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呂
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点

い

ご

お

の

て

平成10年第1固定例会は2Fl25B(水)

に閉会する予定です。

本金額1;:1:，原則として公開しています

ので. となたでもf~[まできます。

傍聴1;:1:.本会議の当日、議会棟1}首で

受け付けています。

会縁日程!;t2月20巴(金)に決まる予

定です。

傍聴のご案内

(緑区古市場町)相撲場

「
ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
せ
先
阪
会
事
務
局
調
査
諜
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